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ᵊ ᶍḥᶹḻḐᵋ 

・ 生殖中枢として性腺刺激ホルモン注 1)分泌を制御する弓状核注 2)キスペプチンニューロン
注 3)にセロトニン注 4)受容体が発現することを発見。 

・ 脳内の主要エネルギー成分であるグルコースを背側縫線核注 5)へ投与すると弓状核を含

む視床下部内側基底部におけるセロトニン分泌が上昇することを発見。 

・ 低グルコースの動物の視床下部内側基底部へうつ病治療薬である選択的セロトニン再

取り込み阻害剤注 6)を投与すると性腺刺激ホルモン分泌が回復することを発見。 

・ セロトニンが弓状核キスペプチンニューロンを活性化させ性腺刺激ホルモン分泌を上昇

させることを発見。 

・ 本知見が、うつ病に付随するヒトの不妊治療や家畜の繁殖障害治療などの知識基盤と

なると期待される。 

ᵥᶃ ᶱᶡᶃḃḵḐḓḻᵫ ᶱ  טּ
うつ病に付随するヒトの不妊治療や家畜の繁殖障害治療への応用に期待  
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国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大学院生命農学研究科の中村 翔 特

任准教授、上野山 賀久 准教授、井上 直子 准教授、大蔵 聡 教授、束村 博子 名誉

教授（責任著者）らの研究グループは、抗うつ作用をもつことが知られているセロトニン

を分泌するニューロンが、脳内の高いグルコース利用状態を感知して卵胞発育を促す

生殖中枢であるキスペプチンを分泌するニューロンを活性化し性腺刺激ホルモン分泌

を促すことを、ラットとヤギの２つのモデルを用いて明らかにし、うつ病に付随するヒト

の不妊症状の原因解明や、家畜の繁殖障害の治療などの知識基盤となり得る知見を得

ました。 

 

脳内でキスペプチンニューロンは、性腺刺激ホルモンの分泌に必要不可欠であり、ヒ

トを含むほ乳類の生殖機能を最上位から制御することが知られています。特に、脳の視






